
【問合わせ先】

〒 047 － 0007　　　　

小樽市港町 5番 2号

小樽海上保安部　　

（管理課）

TEL 0134-27-6118

小樽海上保安部便り  小樽海上保安部便り  Ｎ o. ８Ｎ o. ８ 海の 「もしも」 は海の 「もしも」 は

１１８番１１８番
「１１８番」は海上保安庁緊急通報用電話番号です。

海上保安庁では、緊急通報用電話番号「１１８番」の正しい利

用方法と重要性をより一層多くの方々に普及させるため、平成

22 年度に毎年１月 18 日を「１１８番の日」に定め、全国で周

知活動を行ってきました。

　「１１８番の日」は、令和３年で 11 回目を迎えます。国民の皆様へ

の更なる浸透を目指し、引き続き全国各地で周知活動を行ってまいり

ます。

１．「１１８番」とは

　海難や悪質・巧妙化する密輸・密航等の事犯に迅速かつ的確に対応

するため、平成 12 年５月に導入されたもので、令和３年５月１日で運

用開始 21 年を迎えます。

２．聴覚や発話に障がいがある方へ「NET １１８」の運用開始

　令和元年 11 月１日から、聴覚や発話に障がいのある方のためのインター

ネットを使用した緊急時の通報サービスである「NET １１８」の運用を開

始しました。

　これにより、携帯電話・スマートフォン等の入力操作で海上保安庁への

通報が可能となりました。令和元年 12 月にはこのサービスを利用した救助

事案も発生しています。

『役場業務休業・営業時間変更』のお知らせ『役場業務休業・営業時間変更』のお知らせ

◆ごみ収集関係◆

施　設　名 業務休止期間

○ごみ収集 12 月 31 日（木）～１月３日（日）

○リサイクル物収集 12 月 31 日（木）～１月３日（日）

○クリーンセンター 12 月 31 日（木）～１月３日（日）

◆岬の湯しゃこたん◆

　【休館日】

　　12 月 30 日（水）・31 日（木）

　【営業日及び営業時間】

　　１月１日（金）～１月３日（日）

　　午前 11 時 30 分～午後６時

　　※１日は無料送迎バス運休

　　（１月４日（月）から通常どおり営業）

◆役場庁舎及び関係機関◆

施　設　名 業務休止期間

○役場（支所を含む） 12月 31日（木）～１月５日（火）

○国保診療所 12月 31日（木）～１月５日（火）

○びくに保育所
○子育て支援センター
○みなと保育所

12月 31日（木）～１月５日（火）

　※ 12 月 30 日（水）午前のみ保育

○総合文化センター 12 月 30日（水）～ 1月５日（火）

○歯科診療所 12月 27日（日）～１月４日（月）
※１月１日（金）は休日当番歯科医院

○海洋センター 12月 30日（水）～１月６日（水）

12 月 31 日（木）～１月５日（火）運休

（注）休み期間中であっても死亡届や災害など緊
急の用件は、総合文化センター管理室で受付しま
す。
　ただし、午後 10 時～翌午前８時 30 分までは、
北後志消防組合積丹支署（44-2352）へご連絡く
ださい。

◆丸山～美国間無料送迎バス◆

年末年始年末年始

役場庁舎及び関係施設の年末年始の業務時間が、次のとおり変更となります。
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News議会ニュース

第７回町議会臨時会

令和２年第７回町議会臨時会が 11 月 27

日に招集され、ＮＨＫの高レベル放射性

廃棄物最終処分に関する報道及び副町長

退職についての町政報告と、議案１件を

審議し、同日閉会しました。

そのあらましについてお知らせします。
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余市税務署からのお知らせ
～確定申告はオンラインの活用を！～

【問合わせ先】　余市税務署

　　　　　　℡ 0135-22-2093（代表）

　国税庁ＨＰでは、ＰＣ・スマートフォンなどから、

所得税・消費税・贈与税の申告書を作成し、ｅ‐Ｔ

ａｘ（電子申告）又は印刷して郵送で提出すること

ができます。新型コロナウイルス感染症防止の観点

から、多くの方が訪れる確定申告会場ではなく、是

非ご自宅で申告書の作成・提出をお願いします。

　なお、本年は、確定申告会場の混雑緩和のため、

会場への入場には「入場整理券」が必要となります。

入場整理券は、確定申告会場で当日配付するほか、

「ＬＩＮＥアプリ」による事前発

行も行います。

　申告書の作成や入場整理券の

配付方法などの詳細は、国税庁

ＨＰ（「札幌国税局　確定申告」

で検索）をご覧ください。

詳細はこちら↓
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まちまち の 日記帳日記帳

身体機能低下（フレイル）予防のため、古平福祉会の

作業療法士、辻田　宏氏を講師に迎え、各家庭を訪問して

の転倒予防事業が行われました。

　身体機能に合った運動メニューの紹介、本人や家族等へ

のアドバイスなどを受けました。

　参加者の中には、教えてもらった運動プログラムを続け

た結果、身体機能が改善されている方もおり、改めて習慣

的運動の大切さを実感していました。

　興味がある方は、次の機会に参加をしてみませんか？

おうち運動で健康を保とう！
転倒予防事業

11
　　27

　（一社）積丹観光協会主催の『第32回積丹観光フォ
トコンテスト』の審査が、審査委員長に久保田亜矢
氏（全日本写真協会会員）を招いて行われ、応募総数
１９９点の中から、準グランプリ２点を含む４賞27作
品が選ばれました。
　グランプリ作品は無かったものの、審査委員は一枚
一枚じっくり審査し、久保田審査委員長は準グランプ
リ２作品について「表現力のある素晴らしい作品」と
評価しました。
　今回は「積丹の四季」部門、「あなたの思い出に残
る積丹の風景」部門の２部門で行われ、道内外の多く
の方々から応募いただきました。

傑作が集う
第32回積丹観光フォトコンテスト

12
　　10

（左）「お出迎え」

（下）「凍てつく水無」

準グランプリ受賞作品（２点）

安田敏彦さん（札幌市）

和島　厚さん（積丹町）

　びくに保育所で43回目、みなと保育所で26回目の生活
発表会が11月28日、12月６日にそれぞれ行われました。
　毎年、地域の皆様にも来ていただき、日頃の保育の様
子を披露している生活発表会ですが、今年はコロナ感染
防止のため、参観者数を制限しての開催となりました。
　子ども達は緊張しながらも、家族が見守る前で、遊戯
や劇遊び、楽器演奏等、日頃の練習の成果を伸び伸びと
発表しました。
　会場では、温かい拍手や声援が送られ、我が子の成長
に顔をほころばせていました。

歓声に包まれて
保育所生活発表会
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